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腕 を振 う 木村翠畔氏 

町 の 人 口 

G0月末日現在） 

4, 420人 

4, 830人 

9, 250人 

2, 859世帯 

男

女

 総人口 

世帯数 

全日本書道家連盟文化交流団 台湾親善訪問 

木
村
捨
義
（
翠
畔
）
氏
が
 

参
加
す
る
ノ
・
 

去
る
 10 

月
 15 

日
、
東
京
羽
田
を
出
発
 

し
台
北
に
到
着
、
台
北
陸
軍
幼
年
学
校
 

楽
隊
に
歓
迎
さ
れ
六
福
ホ
テ
ル
で
滞
在
 

す。 
10 

月
 16 

日
、
監
視
院
簡
任
胡
恒
（
教
育
 

係
）
倉
聴
義
律
師
の
歓
迎
を
受
け
盛
会
 

の
う
ち
に
書
道
伝
達
式
を
終
幕
し
、
午
 

後
、
国
宝
殿
堂
国
立
故
宮
博
物
院
を
見
 

学
す
。
 

中
国
五
千
年
前
の
歴
史
的
考
古
物
、
 

青
銅
器
、
王
器
等
（
皇
帝
）
使
用
物
を
 

見
学
し
、
タ
方
中
国
書
法
学
会
会
員
と
 

親
睦
会
を
ヒ
海
料
理
に
て
会
食
す
る
。
 

席
上
揮
蒙
会
（
交
換
会
）
意
見
、
研
 

究
会
を
催
す
。
 

木
村
台
湾
に
て
 

学
ブ
 

中
国
ニ
 

賢
聖
ヲ
追
懐
シ
テ
対
ス
古
書
ニ
 

耶
ハ
遊
ビ
 

中
国
ニ
 

百
疑
ヲ
疏
ク
 

異
郷
ノ
風
物
 
歓
ビ
 

無
限
ノ
 

万
感
交
々
 
生
テ
附
ス
ニ
雁
魚
二
 

（
意
訳
）
 

私
は
中
国
に
行
き
、
古
代
の
人
物
を
 

追
憶
し
な
が
ら
良
き
書
に
対
面
し
て
い
 

る
。
私
が
中
国
に
来
て
見
聞
す
る
こ
と
 

が
出
来
た
、
未
知
の
物
を
主
観
的
に
じ
 

か
に
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
異
郷
の
地
 

で
色
々
な
こ
と
を
見
聞
で
き
無
限
の
歓
 

び
を
感
じ
た
。
異
郷
で
色
々
な
人
達
と
 

接
し
て
本
当
に
良
い
思
い
出
と
な
り
、
 

そ
の
こ
と
を
本
国
（
祖
国
日
本
）
 
の
友
 

人
に
歓
び
を
手
紙
で
伝
え
る
。
と
い
う
 

漢
文
手
紙
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
 

書
道
の
神
随
を
見
た
歓
び
は
ひ
と
し
 

お
で
あ
っ
た
と
の
事
 
…・ 



②
 

‘、 け か
 

あ
 

報
 

広
 

い け か
 

あ
 

報
 

広
 

⑧
 

ク
準
優
勝
4

お
 
め
 

十
月
二
十
六
日
（
日
）
午
後
九
時
、
 

直
方
市
体
育
館
に
お
い
て
、
直
方
少
年
 

剣
士
が
参
加
し
て
、
日
頃
修
練
の
技
を
 

競
い
ま
し
た
。
当
部
少
年
剣
士
も
よ
う
 

や
く
試
合
に
な
れ
て
、
連
統
技
か
ら
、
 

足
さ
ば
き
と
動
き
も
よ
く
．
著
し
い
上
 

達
ぷ
り
は
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。
 

で
 
と
 
う
 

今
ま
で
は
一
回
戦
ボ
ー
イ
で
、
ま
つ
 

た
く
問
題
に
も
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
 

た
が
、
本
大
会
で
の
活
躍
は
満
場
注
目
 

の
的
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
決
勝
戦
で
 

は
、
伯
中
し
た
接
戦
で
文
字
ど
お
り
手
 

に
汗
す
る
激
斗
と
な
り
ま
し
た
。
 

惜
し
く
も
】
点
差
で
優
勝
の
栄
光
は
 

) 

年
末
年
始
の
交
通
安
全
 

県
民
運
動
の
実
施
に
つ
い
て
 

こ
の
運
動
の
目
的
は
、
年
末
年
始
に
 

お
け
る
飲
酒
運
転
の
防
止
を
徹
底
さ
せ
 

る
と
と
も
に
、
歩
行
者
、
特
に
子
供
と
 

老
人
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
こ
と
で
 

す。 一 

期
間
 

昭
和
 50 

年
 12 

月
 15 

日
（
月
）
よ
り
 

昭
和
 51 

年
1
月
m
日
（
土
）
ま
で
 

準優勝おめでとう豆剣士たち 

（
運
転
者
）
 

の
 
酒
を
飲
ん
だ
と
き
は
、
絶
対
に
車
 

を
運
転
し
な
い
 

②
 
車
を
運
転
す
る
と
き
は
、
絶
対
に
 

酒
を
飲
ま
な
い
 

⑧
 
宴
会
や
座
談
会
な
ど
酒
の
出
る
と
 

思
わ
れ
る
と
こ
ろ
へ
行
く
と
き
は
、
 

車
を
運
転
し
て
い
か
な
い
 町内より交通事故をなくしましよう 

逸
し
ま
し
た
が
、
そ
の
敢
斗
に
対
し
て
 

応
援
席
よ
り
、
惜
し
み
な
い
大
拍
手
が
 

送
ら
れ
ま
し
た
。
 

今
度
の
成
績
に
満
足
せ
ず
、
更
に
稽
 

古
に
励
ん
で
下
さ
い
。
 

次
に
、
試
合
の
結
果
と
出
場
剣
士
を
 

紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

一
回
戦
 
赤
池
五
対
二
直
方
c
 

二
回
戦
 
赤
池
四
対
三
直
少
補
A
 

三
回
戦
 
赤
池
五
対
ニ
修
猫
塾
 

決
 
勝
 
赤
池
三
対
四
直
方
A
 

監
督
 
武
末
一
郎
（
四
段
）
 

有
吉
 
淳
（
小
四
年
）
 

近
藤
真
紀
（
小
四
年
）
 

佐
藤
幸
久
（
小
五
年
）
 

大
森
 
治
（
小
五
年
）
 

立
花
靖
士
（
小
ー
ハ
年
）
 

池
田
豊
士
（
小
六
年
）
 

白
石
 
史
（
小
六
年
）
 

中
村
義
隆
（
小
五
年
）
 

佐
藤
徳
久
（
中
一
年
）
 

＠
 
剣
道
部
で
は
、
少
年
部
員
の
入
 

部
を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

特
に
低
学
年
（
一
年
ー
三
年
）
を
か
 

ん
げ
い
い
た
し
ま
す
。
 

希
望
者
は
、
町
民
会
館
内
・
体
協
事
 

務
局
へ
。
 

差
別
の
解
消
を
 

国
民
的
課
題
と
し
て
 

（
生
き
て
い
る
予
断
と
偏
見
）
 

部
落
解
放
研
究
第
七
回
田
川
地
区
集
 

会
が
十
月
十
一
日
、
十
二
日
の
二
日
間
 

に
わ
た
っ
て
、
田
川
高
校
、
田
川
農
林
 

高
校
に
お
い
て
実
施
さ
れ
、
赤
池
町
か
 

④
 
あ
が
り
酒
、
祝
い
酒
な
ど
も
車
を
 

運
転
す
る
と
き
は
、
飲
ま
な
い
で
持
 

ち
か
え
る
 

⑤
 
車
を
運
転
し
て
行
つ
た
先
で
、
酒
 

を
飲
ん
だ
と
き
は
．
タ
ク
シ
ー
な
ど
 

で
帰
る
 

（
家
庭
）
 

の
 
酒
を
飲
ん
で
い
る
家
族
お
よ
び
来
 

客
に
は
絶
対
に
車
を
運
転
さ
せ
な
い
 

②
 
家
族
の
者
が
、
酒
を
飲
む
と
こ
ろ
 

へ
行
く
と
き
は
車
を
運
転
し
て
行
か
 

せ
な
い
 

⑧
 
家
族
が
車
を
運
転
し
て
出
か
け
る
 

と
き
は
、
飲
酒
運
転
を
し
な
い
よ
う
 

「
ひ
と
声
」
か
け
て
注
意
す
る
 

④
 
祝
い
ご
と
な
ど
で
来
客
を
接
待
し
 

た
と
き
は
、
車
を
運
転
し
て
き
た
者
 

に
は
酒
を
勧
め
ず
持
ち
帰
ら
せ
る
 

⑤
 
家
庭
で
飲
酒
運
転
の
恐
ろ
し
さ
、
 

事
故
責
任
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
す
 

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

，
一
ば
い
の
酒
が
凶
器
に
す
る
車
ク
 

ク
急
ぐ
と
も
守
れ
ス
ピ
ー
ド
車
間
距
 

離
4
 

ク
横
断
は
止
ま
つ
て
、
よ
く
み
て
手
を
 

あ
げ
て
ー
 

が
す
き
な
酒
出
さ
ぬ
も
か
げ
の
事
故
防
 

止
）
 

q

・
 

'
 

俳
句
と
は
 
o
 

俳
句
と
は
花
鳥
誠
詠
で
あ
る
。
 

ら
も
、
行
政
、
議
会
、
教
育
、
学
校
、
 

労
働
団
体
、
解
放
同
盟
、
保
育
所
等
の
 

皆
さ
ん
一
二
O
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

研
究
会
の
テ
ー
マ
は
、
解
放
行
政
、
 

解
放
教
育
．
青
年
、
婦
人
、
地
域
、
狭
 

山
闘
争
等
の
、
十
四
の
分
科
会
に
わ
か
 

れ
、
熱
心
に
討
議
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
し
た
お
母
さ
ん
の
中
か
ら
、
 

「
差
別
と
か
な
ん
と
か
、
も
う
今
の
社
 

会
に
は
、
そ
ん
な
も
の
は
な
い
よ
と
言
 

わ
れ
る
が
、
今
も
な
お
、
結
婚
差
別
は
 

あ
と
を
た
っ
て
い
な
い
」
と
、
強
く
訴
 

え
ら
れ
ま
し
た
。
 

人
間
が
人
間
を
差
別
す
る
と
い
う
、
 

い
わ
れ
の
な
い
差
別
を
、
 
一
日
も
早
く
 

な
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

間
違
っ
た
考
え
を
も
つ
人
達
を
正
す
 

た
め
の
同
和
学
習
会
、
懇
談
会
等
に
、
 

積
極
的
に
参
加
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
 

願
い
し
ま
す
。
 

西
町
分
譲
住
宅
用
地
 

売
却
に
つ
い
て
 

十
月
十
五
日
の
締
切
以
後
に
お
い
て
 

土
地
購
入
の
申
込
み
問
い
合
せ
を
さ
れ
 

た
方
、
ま
た
、
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
 

は
、
残
区
画
が
あ
り
ま
す
の
で
、
赤
池
 

町
土
地
開
発
公
社
（
赤
池
町
役
場
企
画
 

室
）
に
申
出
下
さ
い
。
随
時
受
付
売
却
 

い
た
し
ま
す
。
 

】
、
申
込
資
格
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
 

資
格
事
件
を
幾
分
や
わ
ら
げ
て
晋
付
い
 

た
し
ま
す
。
 

（
た
と
え
ば
、
現
在
所
有
 

し
て
い
る
財
産
（
土
地
、
建
物
）
の
有
 

無
は
問
わ
な
い
）
 

、

ー

‘

・

 フ
 

花
鳥
と
は
、
日
月
山
川
草
木
鳥
獣
菜
 

自
然
の
万
象
を
さ
し
、
試
詠
と
は
そ
れ
 

を
詠
み
、
う
た
う
こ
と
で
あ
る
。
私
達
 

人
間
生
活
と
自
然
（
花
鳥
）
と
は
密
接
 

不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
今
日
、
自
然
 

は
破
壊
さ
れ
、
当
分
に
公
害
に
侵
さ
れ
 

つ
つ
あ
る
。
 

而
も
、
私
達
が
自
然
を
愛
す
る
心
に
 

い
さ
さ
か
の
変
り
は
な
い
。
私
達
が
一
 

輪
の
花
を
愛
し
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
登
頂
す
 

る
の
は
自
然
を
愛
す
る
心
の
現
れ
で
あ
 

る
。
私
達
は
高
い
詩
心
と
、
豊
か
な
詩
 

情
を
も
っ
て
、
自
然
を
・
花
鳥
を
芸
術
 

ま
で
昇
華
さ
せ
て
訓
詠
廿
俳
句
す
る
も
 

の
で
あ
る
。
花
多
し
自
然
を
離
れ
て
俳
 

句
は
な
い
。
 

‘し 

い
わ
ゆ
る
芸
術
と
は
、
そ
の
製
作
上
 

種
々
の
制
約
を
受
け
る
。
例
え
ば
、
短
 

歌
は
三
十
一
文
字
で
あ
り
、
絵
画
は
画
 

希
に
描
か
れ
る
。
 

長
編
小
説
と
い
え
ど
も
無
制
限
の
頁
 

数
で
は
あ
り
得
な
い
。
俳
旬
も
ま
た
、
 

五
・
七
・
五
の
十
七
文
宇
で
季
題
を
も
 

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
約
を
受
け
 

る。 

（
有
季
定
型
）
 

古
池
や
か
わ
ず
と
び
こ
む
水
の
音
 

右
の
俳
旬
を
み
て
も
十
七
文
字
で
あ
り
 

蛙
と
い
う
季
題
を
も
っ
て
い
る
。
 

俳
旬
は
勿
論
子
供
で
も
出
来
る
。
た
が
 

幽
遠
な
自
然
、
人
生
を
誠
詠
す
る
に
は
 

多
分
に
修
練
を
要
す
る
。
十
七
文
字
を
 

も
つ
て
幽
遠
な
自
然
、
人
生
を
調
詠
す
 

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
さ
れ
ば
と
 

い
っ
て
、
何
万
頁
の
長
編
小
説
を
も
っ
 

て
し
て
も
、
総
て
の
も
の
を
書
き
つ
く
 

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

二
、
残
区
画
は
、
A
ブ
ロ
ッ
ク
三
区
面
 

B
プ
ロ
ッ
ク
ー
区
画
、
c
ブ
ロ
ッ
ク
四
 

区
画
で
す
。
 

少
年
の
非
行
防
止
に
 

大
浦
青
年
部
が
立
ち
上
る
ノ
・
 

大
浦
青
年
部
は
、
昭
和
 50 

年
6
月
青
 

年
部
を
結
成
以
来
、
少
年
の
非
行
化
防
 

止
に
、
特
に
関
心
を
寄
せ
ら
れ
、
地
元
 

補
尋
員
と
密
接
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
 

各
種
補
導
活
動
を
推
進
中
で
、
多
大
の
 

効
果
を
挙
げ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
た
 

び
大
浦
青
年
部
の
多
大
な
功
績
に
対
し
 

赤
池
町
青
少
年
問
題
協
議
会
（
会
長
、
 

池
永
輝
昭
）
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
 

し
た
。
 

こ
こ
に
補
導
活
動
の
一
端
を
紹
介
い
 

た
し
ま
す
と
、
本
年
八
月
二
十
七
日
夜
 

間
、
街
頭
補
導
活
動
に
従
事
中
、
‘
上
野
 

峡
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
お
い
て
、
白
ニ
ス
を
 

乱
用
中
の
少
年
五
名
を
発
見
し
、
こ
れ
 

に
適
切
な
補
導
を
加
え
ら
れ
た
。
 

ま
た
、
八
月
三
十
一
日
当
町
在
住
の
 

家
出
少
年
三
名
の
捜
査
に
自
主
的
に
協
 

力
さ
れ
、
北
九
州
市
内
に
お
い
て
該
当
 

少
年
を
発
見
、
少
年
の
身
柄
を
保
護
者
 

に
引
渡
し
た
。
等
で
あ
り
ま
す
が
、
近
 

年
赤
池
町
で
は
少
年
の
非
行
が
特
に
目
 

立
つ
と
こ
ろ
か
ら
 

「
わ
れ
わ
れ
青
年
の
手
で
 

非
行
化
防
止
を
」
‘
 

と
立
上
っ
た
も
の
で
、
そ
の
活
動
に
対
 

し
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後
一
 

層
の
活
躍
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。
 

一
枚
の
絵
画
が
芸
術
品
と
し
て
千
古
 

に
残
る
よ
う
に
、
十
七
文
字
の
俳
句
も
 

ま
た
後
世
に
残
る
芸
術
品
で
あ
り
得
ろ
 

の
で
あ
る
。
 

赤
池
公
民
館
句
会
 

上
野
の
青
年
の
家
を
少
し
登
っ
た
静
 

閑
な
林
の
中
に
古
く
か
ら
の
不
動
院
が
 

あ
る
。
図
ら
ず
も
地
蔵
会
が
行
な
わ
れ
 

て
い
る
所
へ
行
き
合
せ
、
心
足
る
思
い
 

で
あ
っ
た
。
 

一 

歩
 

昼
の
間
の
人
寄
り
悪
き
地
蔵
盆
 

水
心
子
 

訪
づ
れ
て
み
て
、
お
参
り
の
人
が
少
 

な
い
と
思
い
つ
つ
も
、
そ
れ
だ
け
に
た
 

し
か
な
信
者
と
い
う
風
に
受
け
と
ら
れ
 

此
方
と
し
て
も
落
着
い
た
気
分
で
地
蔵
 

盆
に
馴
染
む
こ
と
が
で
き
、
お
の
ず
と
 

信
者
の
心
に
な
り
得
た
と
い
う
句
で
あ
 

る。 

一 

歩
 

尼
さ
ま
に
客
の
来
て
い
る
秋
簾
 

加
寿
美
 

粕
ぐ
す
り
の
姿
の
並
び
て
露
け
し
や
 

春
 
翁
 

扇
風
機
と
め
て
山
風
た
の
し
め
る
 

― 

『
・
 

、 

園
 
女
 

霧
じ
め
る
注
連
（
し
め
）
の
重
た
く
 

吹
か
れ
を
り
 

て
い
子
 

う
ね
1
く
と
大
連
数
珠
廻
す
地
蔵
盆
 

桜
ン
坊
 

山
霧
の
舞
（
た
、
る
る
に
暇
な
か
り
 

け
り
 

駒
 
女
 

大
根
を
蒔
け
よ
と
ば
か
り
朝
の
雨
 

一 

歩
 

選
者
吟
 

門
前
に
麦
茶
を
冷
す
流
れ
あ
り
 

‘番 

泉
 

ー ．ー一・ー“」ニ ー~、~ー一一ー‘ーー 



④
 

け
 

、
 し

 
か
 

あ
 

報
 

広
 

お

知

ら

せ

一

 

水
道
課
よ
り
お
知
ら
せ
 

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
日
頃
 

よ
り
御
協
力
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
 

ま
す
。
 

さ
て
、
年
末
を
迎
え
て
各
家
庭
に
お
 

か
れ
ま
し
て
も
多
量
の
水
が
必
要
と
さ
 

れ
ま
す
の
で
、
節
水
に
気
を
配
っ
て
下
 

さ
い
。
 

特
に
二
十
九
日
よ
り
三
十
一
日
の
間
 

が
、
一
番
多
く
水
の
使
用
が
集
中
さ
れ
 

ま
す
の
で
、
給
水
が
ま
に
あ
わ
な
い
状
 

態
が
起
り
、
断
水
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
 

ま
す
の
で
、
水
の
く
み
お
き
や
、
早
目
 

に
炊
事
仕
事
を
し
て
お
い
て
下
さ
い
。
 

水
道
の
使
用
が
多
い
の
で
一
旦
断
水
 

す
る
と
、
回
復
に
相
当
の
時
間
を
要
し
 

ま
す
の
で
、
節
水
も
重
ね
て
ご
協
力
下
 

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

郵
便
物
の
あ
て
名
の
 

書
き
方
に
ご
注
意
を
／
 

郵
便
物
の
あ
て
名
書
き
は
、
か
す
れ
 

た
り
、
湿
気
や
雨
に
ぬ
れ
て
読
み
に
く
 

く
な
る
万
年
筆
の
よ
う
な
も
の
は
避
け
 

て
下
さ
い
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
み
た
い
な
も
 

の
が
最
適
で
す
。
 

な
お
、
あ
て
名
は
町
名
、
丁
目
、
住
 

居
番
号
（
又
は
番
地
）
ま
で
詳
し
く
、
 

特
に
ア
パ
ー
ト
名
、
棟
番
号
、
室
番
号
 

肩
書
き
な
ど
も
忘
れ
ず
に
お
書
き
下
さ
 

い。 郵
便
番
号
は
住
所
表
示
の
一
部
で
す
 

か
ら
正
し
く
は
っ
き
り
お
書
き
下
さ
 

い。 

赤

池

郵

便

局

 

簡
易
保
険
で
 

老
後
を
明
る
く
 

人
生
の
う
ち
で
最
も
自
由
な
時
間
に
 

恵
ま
れ
た
時
期
を
楽
し
く
過
す
た
め
に
 

は
、
若
い
時
か
ら
老
後
に
備
え
、
早
め
 

に
生
活
設
計
を
立
て
る
こ
と
が
必
要
で
 

は
な
い
で
し
よ
う
か
。
 

老
後
の
生
活
設
計
を
立
て
る
に
は
、
 

一
般
的
に
は
三
十
五
才
か
ら
始
め
る
の
 

が
理
想
的
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
皆
様
に
是
非
お
勧
め
し
た
 

い
の
が
、
郵
便
局
の
簡
易
保
険
で
す
。
 

簡
易
保
険
で
は
、
皆
様
の
生
活
設
計
 

の
お
役
に
た
つ
よ
う
と
、
色
々
な
保
険
 

種
類
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
 

例
え
ば
、
定
年
の
と
き
を
目
標
に
老
 

後
の
資
金
計
画
を
立
て
る
場
合
、
途
中
 

で
万
】
の
事
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、
残
 

さ
れ
た
家
族
の
生
活
資
金
を
保
障
す
る
 

「
普
通
養
老
保
険
」
が
最
適
で
す
。
 

期
間
は
十
年
、
十
五
年
、
二
十
年
、
 

三
十
年
満
期
と
色
々
あ
り
ま
す
か
ら
、
 

あ
な
た
の
生
活
設
計
に
応
じ
て
選
ぶ
こ
 

と
が
で
き
ま
す
。
 

ま
た
、
老
後
の
保
障
に
重
点
を
と
い
 

う
方
に
は
．
 

一
生
を
保
障
す
る
「
長
生
 

き
の
保
険
」
が
最
適
で
す
。
 

こ
の
保
険
は
、
加
入
後
＋
年
目
に
保
 

険
金
の
二
割
、
二
十
年
目
に
保
険
金
の
 

三
割
を
内
払
い
す
る
の
が
特
長
で
す
。
 

加
入
で
き
る
年
令
は
五
＋
才
か
ら
、
 

六
＋
五
才
ま
で
で
、
保
険
料
の
払
込
期
 

間
は
十
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

し
か
も
郵
便
局
の
簡
易
保
険
は
病
気
 

や
ケ
ガ
で
入
院
し
た
場
合
保
険
金
が
も
 

ら
え
る
「
特
約
」
を
付
け
ま
す
と
保
障
 

内
容
も
一
層
幅
広
い
も
の
と
な
り
ま
 

す。 

赤
池
郵
便
局
長
 

一お 

礼
 

、
金
一
封
 
九
光
石
油
株
式
会
社
 

代
表
取
締
役
 
浦
田
 

勇
 

、
金
一
封
 
赤
池
町
母
子
福
祉
会
 

、
金
一
封
 
西
村
製
菓
 

、
金
一
封
 

、
金
一
封
 

、
金
】
封
 

、
金
一
封
 

、
金
一
封
 

、
金
一
封
 

、
金
一
封
 

西
村
 
正
人
 

赤
池
町
消
防
団
長
 

青
柳
 
徳
美
 

日
高
 

進
 

高
林
 
政
敏
 

明
昭
機
工
株
式
会
社
 

社
長
 

山
谷
 
治
男
 

赤
池
商
事
株
式
会
社
 

社
長
 

三
村
 

勇
 

黒
木
 

一
男
 

中
学
校
P
T
A
 

会
長
 

小
松
 
利
道
 

、
金
一
封
 

西
日
本
設
計
工
業
株
式
会
社
 

社
長
 

岡
部
 
伸
雄
 

、
金
一
封
 

フ
イ
ン
チ
ュ
ー
ブ
製
作
所
 

新
野
 
康
一
 

、
金
一
封
 
赤
池
耐
火
 小

森
 

祐
 

、
金
一
封
 名

誉
町
民
 
木
月
 
繁
美
 

、
金
一
封
 

筑
豊
繊
維
工
業
株
式
会
社
 

会

長

静

早

谷

 
政
雄
 

一
、
金
一
封
 

十
三
支
所
長
 

熊
谷
 
直
文
 

万
十
 

七
二
五
個
は
福
豊
プ
ロ
 

ッ
ク
社
長
、
硲
木
生
男
氏
か
ら
老
人
の
 

方
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
 

赤
池
町
建
設
請
負
業
者
組
合
よ
り
マ
 

イ
ク
ロ
バ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
赤
 

池
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
そ
れ
ぞ
れ
寄
 

付
さ
れ
ま
し
た
。
 

候
補
者
、
議
員
等
の
 

寄

附

 の
 
禁

示

 

候
補
者
や
立
候
補
予
定
者
、
現
に
公
 

職
に
あ
る
者
は
、
選
挙
に
関
す
る
と
否
 

と
を
問
わ
ず
そ
の
選
挙
区
内
の
者
（
親
 

族
に
対
し
て
す
る
場
合
を
除
く
）
に
は
 

寄
付
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
 

た。 こ
の
寄
付
の
禁
止
の
う
ち
に
は
次
の
 

こ
と
も
含
ま
れ
ま
す
。
 

イ
 

お
中
元
や
お
歳
暮
を
贈
 

る
】
」
と
 

ロ
 

お
祭
り
の
と
き
に
お
金
 

を
寄
付
し
た
り
、
 
お
酒
を
 

贈
る
こ
と
 

ハ 

結
婚
、
出
産
、
 
入
学
、
 

就
職
等
の
際
に
お
金
や
品
 

物
を
贈
る
こ
と
 

ニ
 

お
葬
式
の
さ
い
に
香
典
 

や
花
輪
、
供
物
な
ど
を
贈
 

る
】
」
と
 

一
方
、
有
権
者
も
議
員
や
候
補
者
な
 

ど
に
こ
の
よ
う
な
寄
付
を
ね
だ
つ
た
り
 

す
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

立
派
な
政
治
家
を
育
て
る
よ
う
に
有
 

権
者
も
心
が
け
て
下
さ
い
。
 

雇
用
促
進
住
宅
の
 

ご
案
内
に
つ
い
て
 

公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
な
ど
に
よ
 

つ
て
住
宅
を
移
転
し
就
職
し
た
方
や
、
 

転
勤
な
ど
に
よ
つ
て
住
居
の
移
転
を
必
 

要
と
す
る
方
な
ど
の
た
め
に
、
そ
の
就
 

職
地
で
公
営
住
宅
、
社
宅
な
ど
の
適
当
 

な
住
宅
が
見
当
る
ま
で
の
間
、
入
居
し
 

て
い
た
だ
く
宿
舎
で
す
。
 

1
受
付
期
間
 

昭
和
 50 
年
 12 

月
巧
日
（
月
）
よ
り
 

昭
和
 50 

年
 12 

月
 20 

日
（
土
）
ま
で
 

2
家
 

賃
 
月
額
一
万
一
千
円
 

3
敷
 

金
 
家
賃
の
ニ
ケ
月
分
 

4
共

益

費

 
月
額
七
百
円
 

5
貸
与
期
間
 

一
年
末
満
 

6
家
賃
の
支
払
能
力
が
あ
る
者
 

（
月
収
が
家
賃
の
五
倍
以
上
の
人
）
 

7
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
あ
る
者
 

（
原
則
と
し
て
雇
用
主
）
 

8
入
居
日
 

昭
和
 51 

年
2
月
1
日
 

尚
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
田
川
公
共
 

職
業
安
定
所
雇
用
主
係
へ
お
問
い
合
せ
 

下
さ
い
。
 

（
電
話
 

田
川
0
2
9
1
番） 

隊
 


